
福岡県大牟田市方言における待遇表現について

中島春花

L はじめに

九州は全国的に見て方言敬語が発達している地域であり、様々な待遇表現が

現在も存在している。待遇表現とは、話し手が聞き手または話題の人物に対し

て、尊敬、謙譲、丁寧、軽卑などの意味を込めて使附する言語表現のことであ

る。筆者が以薗、出身地である大牟田市の近くの市出身の友人と会話した際、

筆者が使用した待遇表現について、初めて間いた表現だと言われたことがあっ

た。近い地域であるのに待遇表現が違うことに興味を持ち、先行研究をあたっ

てみたが、筆者の出身である福岡県内、特に筑後地方における待遇表現の詳し

い研究け、管見の限灯見受けられなか)た，.l 方言に関する待遇表現については

t「碕研究が進められてはいるが、全11nr1―)： Hli,:1戒ごとの詳細な研究は、まだ十分で

1」な＼！＼．そこで、本麟ではこれよで似告かない福岡県大牟田市に現存する、も

し〈いかつて存在していた待遇表現について調査した。また、方言の使用には、

廿l:fし[.'.、おいても使月打1竺＼に逆いが現れることがある。そこで、本稿では恨代の

なるインフォーマン l、6名に調査を行い、その使用形式の違いについても比

較していく。

2。 先行研究

ここでは、本稿に関連する先行研究として、藤原 (1978)、神郭 (1992) から、

大牟田市域及びその周辺域に存在する尊敬語表現について要約し、述べる。 (2.1

節）また、熊本県葦北郡芦北町の待遇表現について調査した尾川 (2018) につ

いて述べる。 (2.2節）

2」 大牟田市域及びその固辺域に存在する尊敬語表現

籐原 (1978)、神部 (1992) の内容のうち、福岡県大牟田市に関係のある内

容を要約し、まとめると、以下のようになる。

0 「ナサル」系
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例

「ナサル」はその派生形である「ナハル」「ナス」 1-ナシス」などを含め, 全

国的に盛んに用いられている待遇表現である。「ナサル」という言菓は、ある

程度の品裕を持らうる言葉であり 訛域によって尊敬の度合いは異なるが、お

おむね尊敬度の高い待遇表現として用いられている。「ナサ九」は、筑後，筑

に見られ、筑後地方の中でら肥後に近い地城では，「ナサル」

ある「ナハル」形式が用いられること
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本論文の対象地域である福岡県大牟田市は、全般的に方言の研究報告が少な

い福岡県の筑後地方に属している。また、大牟田市は熊本県との県境に位置し

ている市であるため、少なからず熊本県の方言の影響を受けているとも考えら

れる。本論文では、尾川 (2018)が行った調査を参考にし、福岡県大牟田市に

おける待遇表現について考えていく。

3. 調査概要

ここでは、本稿における調査対象地域、調査期間、対象インフォーマントに

ついて述べる。

(1)調査対象地域

本稿における対象地域である福岡県大牟田市は、福岡県の最南部に位置して

おり、東に三池山、西に有明海を望む総面積 81.45平方キロメートル、人口約

12万人、南と東は熊本県に接しており、福岡県と熊本県の県境に位置するま

ちである。かつては三池炭鉱で栄えていたが、平成 9年に閉山し、その影響も

あって人口は減少傾向にあり、市全体において高齢化が大きく進んでいる。

福岡県市町村地図
匂

Copyrightc 旅行のとも、ZenTech
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地図引用元：「旅行のとも、 Zentech」

(https ://www.travel-zentech.jp/j apan/Fukuoka/ Administrative_ divisions_ map_ of_ Fu-

kuoka _pref.htm) 

(2)調査期間

平成 30 年 10 月 ~12 月

(3)対象インフォーマント

福岡県大牟田市出身で 20年以上居住歴があり、大牟田市で言語形成期を過

ごした 6人をインフォーマントとした。以下の A~Fに情報を示す。

A 70代女性

(0歳~73歳現在：福岡県大牟田市）

B 50代男性

(0歳~22歳：福岡県大牟田市、 23歳~24歳：滋賀県草津市、 25歳～

55歳現在：福岡県大牟田市）

C 40代女性

(0歳 ~18歳：福岡県大牟田市、 19歳~23歳：東京都板橋区、 24歳～

46歳現在：福岡県大牟田市）

D 40代女性

(0歳~46歳現在：福岡県大牟田市）

E 20代女性

(0歳~22歳現在：福岡県大牟田市）

F 20代女性

(0歳~21歳現在：福岡県大牟田市）

4. 調査・分析

4.1 使用される待遇表現形式の調査

ここでは、今回行った調査について述べていく。今回の調査は【調査 l】、【調

査 2】の 2回に分けて行った。【調査 1】では藤原 (1978、1979) とその付録

である図版から、当該地域で使用される見込みのある形式を抜き出し、筆者の

内省から使用できると考えられる表現を加え、各インフォーマントに使用でき

るか、もしくは大牟田市出身者から聞いたことがあるか尋ねた。【調査 2】では、

第三者敬語に着目して、聞き手と話題の人物の組み合わせを考えて作成した標

-91 (4) -



準語の文を、各インフォーマントに大牟田市方言に翻訳してもらった。以下、

それぞれの調査について詳細に述べる。

髯査 1] 

1においては、渡辺 (2017) の方針を参考にした。当該地域で使用され

る見込みのある待遇表現を、藤原 (1978、1979) とその付録である図版から抜

粋した。例として取り上げる形式の基準を以下のように設ける。

① 藤原 (1978、1979) の図版において、当該地域、もしくはその周辺に網

掛けがなされている。

② 当該地域に網掛けはされていないが、近隣地域に網掛けがなされている。

または、当該地域を挟む形で飛び地的に網掛けがなされている。

③ 胤叫卦けはないが、書籍中に言及がな芦れている。

G) 糾甘訃けもなく、書籍中にも言及はないが、筆者の内省により使用できる

）号えられる。

') とした岬由は、し 川市は熊本県荒尾市、熊本県玉名郡南開町と接

している県境に位箇している］ハ飢）、少なからす熊本県の方言の影響を受けてい

る可能＇性があると考えたからてある。慈た、近隣地域には大牟田市に隣接して

いるみやま市の一部（旧三池郡高IJ{lllJ) も含んでいる。以上の基準から、当該

地域で使用されると考えられる待遇表現をまとめたものが、以下の表 1である。

表 1 当該地域で使用される可能性のある形式（薦原 (1978、1979)参照）

尊敬形 ゴザル、～レル。ラレル、シャル、サッシャル、ンシャル、

ナハル、

ナル、ナッス、ナス、イ• サイ、サス、ラス

謙譲形 「拝領」との言い方（「ハイヨー」）

丁寧形 ゴザス、ガンス、ヤンス、アンス、デス、マス

1にまとめた待遇表現を一つずつ取り上げ、①使用するか②どのような場

面で使用するのか③使用はしないが大牟田市出身者から聞いたことがあるか、

の 3点についてインフォーマントに尋ねた。

〖調査 2]
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口 に いに ドドドド
調査 lから「自身は使用しないが、大牟田市出身者から聞いたことがある形

式」をまとめると、表3のとおりである。（表の記号は、◎→自身が使用している、

0→聞いたことがある、 X→聞いたことがない、ことをそれぞれ示している。）

尋ねた形式以外にも、インフォーマント A、Bから「カンモ、バンモ、タンモ」

という形式をよく聞いていたという回答が得られた。この証言から、かつて大

牟田市に「カンモ、バンモ、タンモ」という待遇表現が存在していたことがう

かがえる。

以降の節では、調査によって大牟田市で現在も使用されている、もしくはか

つて使用されていたと考えられる待遇表現のそれぞれの形式について、用法に

ついての詳細と世代差について言及する。まず、 5節で大牟田市において、現

在でもよく使用されている形式について述べ、その後の 6節で現在の大牟田市

では使用している人物が少ない形式について述べる。また、調査 2の結果につ

いては、用法、世代差のそれぞれに含まれている。世代についての言及がない

場合は、待遇表現の形式を使用する人に共通した内省であるということを意味

している。

5. 大牟田市において現在もよく使用されている形式

ここでは、今回の調査の結果、現在もよく使用されていると分かった待遇表

現の形式である /-nahar-/、Iー(r)as-/について、世代差と用法の観点からそれぞれ

詳しく述べていく。

5.1 /-nahar-/ 

5.1.1 世代差

調査を通して、 /-nahar-/の使用には世代によって違いがあることが分かった。

ここでは /-nahar-/のインフォーマントごとの使用状況と世代差について述べて

いく。

・インフォーマント A (70代女性）

話し相手に第三者のことを話す場合、第三者が目上の場合は /-nah皿／形式を

必ず使用するとのことだった。しかし、会話の中でより丁寧な表現を行う際は、
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/-nahar-/形式ではなく、標準語の敬語を使用するという

目下の場合は /-nahar-/形式は使用しない。

また、．「赤らゃんが寝とんナハ）レね。」（赤ちゃんが寝ているね。）のように、

明らかな目下である赤ちゃんや「犬が歩いとんナハルね。」（犬が歩いているね。）

のように、大などの動物にも /--nahar-/形式が便えるとのこと応っだ。

ナー-況うつ i

,, 
.~。一ノJ 、

もしく

ノヽ-,--;-田市におい

を使用するとのごとてあった。インフォ~ ーマ

て、これからも守っていきたいという

を行う際も /-nahar-/形式を使用するこいう。

ちゃんのような人物や 動物に＿も！ゴmh瓢 I

中でより

また、明らかな目下である

とのことだった。

し

'it げ>~;、、, ,_ "-、

e インフォーマ >l、C・ イ>フォーマント D (40 

に出てくる弟二戸 Iヽ ）テージ切 !C.Iヽ

のことだった。しかし、，両者とも幼いころは /-naha臼

/-nasar-/形式のみを使用していたと話していだ。

一万、 rnahar-/形式を赤ちゃんのよ，うな明ら力な目下や動物に使阻

ねたところ、明らかな目lマのA.物には「赤ちゃんが寝とんナハルね。」

ているね。）のように使用できるが、「大が歩いとんナハ）しね。」

いているね。）（乃ように＂勁物には使用てきないとのことだった。

には /-naha;ョ-I

レ」

を使用すると

方怯が同じ

・インフォーマント E・ インフォーマン］、 F

/-nahar-/形式について尋ねると、｀

はないが間いたことはあると答えた。

とはあるが、 /-nahar-/形式より /-nasar-/

からよく聞くとのことだった。しかし、

式、 /-nasar-/形式を使用しないと回答していた。

(20化女性）

インフォーマン］、 Eは自身が使用すること

一〗方、インフォーマン l、 F は閉いたこ

より号Ill染みがあり、自身の周囲

／［ンフォーマン],F自臭は仁nahar-/形

今回の調査において、 70代女性は相手に目上の第三者のことを胃舌す際、必
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ず /-naha戸形式を使用していたが、世代が下がるにしたがって使用頻度が低く

なり、公0代になると /-nahar-/形式を使用しないという結果が得られた。また、

により丁寧な表現をしなければならない改まった場や、非常に高い敬意

合 /-nahar-/形式を使用せず、標準語の敬語で話すという傾向が見

ら；れたC)

5.LZ 

／ー1mhar-/形式は、「先生の来ナハッタ。」（先生がいらっしゃった。）のように、

主に籍敬の意味で用いられる。今回の調査の結果から考えると、 /-nahar-/形式

よりさらに敬意が高い待遇表現がないことから、大牟田市において /-nahar-/形

式は、目上の人物に対する待遇表現の中で、最も敬意が高い言い方のようであ

る。

また、 /-nahar-/形式は、インフォーマント AとBによると「赤ちゃんの寝と

んなハルね。」（赤らゃんか寝ているね。）や、「犬の歩きよんナハルね。」（犬が

いているね。） 0)ように、動物や、自分自身から見て明らかな目下の人物で

げr;> る赤ちゃんにも使用で言るとの·~ とである。この場合の /-nahar-/形式は、「尊

ではなく、主に 1ヽ哨尉菱j(ハ応叫ミ亮込めて使用する形式であるという。この

、競しみもなく目」でもないill手には使川できない。赤ちゃんに /-nahar-/

を使用する際は、赤ちゃんと＿：］＼さりの場面で使用することもできるが、

このような場面で使用することは稀であり、恥本的に赤ちゃんの親など、他の

大人が一緒にいる際に使用する。また、たのような動物に対して /-nahar-/形式

を使用する際は、基本的に、小さい子が一緒にいる際に、「犬が歩きよんナハ

ルね。」（犬が歩いているね。）のように語りかけるときに使用する。犬を見か

けて独り言のようにつぶやく、もしくは小さい子以外の人物と一緒にいる場合

には動物に /-nahar-/形式を使用することはない。この点は 7節で改めて詳しく

述べる，）

ぎた．今回の調査において、大牟田市の中でも出身地が近いインフォーマ

、／卜 C、D、Fから、 /-nahar-/と同じ使用形式で /-nasar-/を使用する、もしくは

/-nasar-/形式が/-nahar-/形式よりも馴染みがあるとの回答が得られた。 40代の

インフォーマント CとDは、若い時には /-nahar-/形式は使用せず、 /-nasar-/形

式のみを使用していたとのことだった。 /-nahar-/形式を使用するようになった

のは、インフォーマント Cは就職してから、インフォーマント Dは嫁いでき

てからであるという。一方、同じ大牟田市内ではあるが、インフォーマント C、D、
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Fと出 ているインフォーマン l、A,B、Fは/-nasar-/形式を間いたこ

とがないと回答しており、 /-nalmr-/

るとのことだった。

これらの回答から、

も同じ 2つ

『九J廿

みを使用する、もしくは聞いたこと

%B2%JA1 %E7% 
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9C%8C%E5%A4%A 7%E 7%89%9F%E 7%94%BO%E5%B8%8 2/@3 3. 0 3 9 

3192, 130 .4468487, 12 .67z/data=! 4m5 ! 3m4! 1s0x35404e4 l l 3 7bf06d:Ox62fc-

c25e66 l 4e60d!8m2 !3d33.0302622 ! 4dl 30.4459852) 

5.2 /ー(r)as-/

5.2.1 世代差

調査を通して、 /-(r)as-/形式には世代ごとに異なる使用形式があることが分

かった。まず、世代別の Iー(r)as-/形式の使用形式について述べる。

・インフォーマント A (70代女性）

/-(r)as-/形式を使用することができると話していたが、「丁寧さのある表現で

はあるが、言葉が綺麗ではなく、好ましい表現ではない」という認識が今回調

査したインフォーマントの中で最も強く、目上の人に対して使用すると失礼に

あたると話していた。そのため、 /-(r)as-/形式の使用頻度は他のインフォーマ

ントと比較して低い傾向が見られた。聞き手に第三者のことを話す際、第三者

が目上の人物である場合は /-(r)as-/形式ではなく、必ず/-nahar-/形式を使用す

るという。

また、 /-(r)as-/形式を「赤ちゃんの寝とラスね。」（赤ちゃんが寝ているね。）

のように、明らかな目下の人物や、「犬の歩きよラスね。」（犬が歩いているね。）

のように動物にも使用できると回答した。

・インフォーマント B (50代男性）

/-(r)as-/形式に対して「丁寧さはあるが、あまり綺麗な言葉ではない」とい

う認識があったが、70代のインフォーマント Aほど、その認識は強くなかった。

そのため、第三者が目上の場合にも／ー(r)as-/形式を使用することがあった。具

体的には、会話中で話題になっている第三者が尊敬していない目上の人物の場

拿に /-(r)as-/形式を使用するという。しかし、基本的には会話中の第三者が目

上の際は、 /-(r)as-/形式は使用しないとのことだった。

また、インフォーマント Aと同様、赤ちゃんのように明らかな目下である

人物や、犬などの動物にも／ー(r)as-/形式が使用可能であると答えていた。それ

に加えてインフォーマント Bは、「ど一んと、ふとーか冷蔵庫のすわっとラス

たい。」（どんと、大きい冷蔵庫がすわっているよ。）のように無生物にも／ー(r)
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as-/が使用できると回答した。この場合は、無生物に待遇表現を使用すること

で、擬人化した表現である「すわっている」を「強調」しているとのことだった。

・インフォーマント C・インフォーマント D (40代女性）

/-(r)as-/形式に対して、「丁寧さはあるが、あまり綺麗な言葉ではない」とい

う認識はあったものの、使用頻度はインフォーマント Bより高い傾向が見ら

れた。調査の結果、話し相手が目上で、会話中の第三者も目上の場合は／ー(r)

as-/形式は使用しなかったが、話し相手が対等、目下になった場合は、第三者

が目上だとしても／ー(r)as-/形式のみを使用していた。

また、 /-(r)as-/形式を明らかな目下の人物や、動物、もしくは無生物に使用

できるか尋ねたところ、両者とも「赤ちゃんのような明らかな目下には使用で

きるが、動物、無生物には使用できない。」と回答した。

・インフォーマント E・ インフォーマント F(20代女性）

/-(r)as-/形式に対して、「丁寧さはあるが、あまり綺麗な言葉ではない」とい

う認識が少しはあったものの、インフォーマントの中では最もその認識が低

かった。そのため、会話中の第三者が目上、もしくは会話の相手が目上で第三

者も目上の場合でも /-(r)as-/形式のみを使用していた。

また、明らかな目下の人物、動物もしくは無生物について／ー(r)as-/形式が使

用できるのか尋ねたところ、インフォーマント Eはどれにも使用できないと

答えたが、インフォーマント Fは全てに使用できると回答した。

調査の結果、どの世代も／ー(r)as-/形式に対して「丁寧さのある表現ではあるが、

あまり綺麗な言葉ではない」という共通認識があることが分かった。しかし、

その認識は世代が下がるにつれて低くなっていき、それに伴って／ー(r)as-/形式

の使用頻度が高くなっていく傾向にあることが分かった。また、／ー(r)as-/形式

は赤ちゃんのような明らかな目下、動物、もしくは無生物に対しても使用可能

である表現であることが明らかとなった。

5.2.2 用法

／ー(r)as-/形式は、「（友達同士のみで話していて）そういえばその話、先生が

話しよラシたよ。」（そういえばその話、先生が話されていたよ。）のように、

聞き手に第三者のことを話す際に使用する形式である。この形式は、第三者が

-83 (12) -



目上の人物の場合に使用し、対等、目下の人物の場合には基本的に使用しない。

しかし、第三者が対等、目下の相手の場合でも、そこまで毅しくない相手の場

合には /-(r)as-/形式を使用することがある。

回の調査結果から、 /-(r)as-/形式は赤ちゃんのような明らかな目下、動物、

もしくは無生物にも使用できる形式であることが分かった。今回使用すると回

したインフォーマントによると、明らかな目下、動物に /-(r)as-/形式を使用

する際は、「丁寧Jの意味ではなく、「親愛」の意味合いが強いとのことだった。

一方、無生物に／ー(r)as-/形式を使用する場合、使用すると回答したインフォー

マント Bによると、無生物を擬人化して表現し、仁(r)as-/形式によって擬人化

した表現を「強調」するとのことである。明らかな目下、動物、もしくは無生

物に /-(r)as-/形式を使用する場合は特に世代差は見られず、特定の物に親しみ

があるかなどの、「個人による認識の違い」が関係しているようだった。

以［．．．のことから、 /-nahar-/形式、 /-(r)as-/形式は、主に目上の人物に使用する、

Iの意味を表す待遇表現であり、また、両形式とも赤ちゃんのような明

1・); りバ [I下である人物や、動物などにも使用することができる。この場合は、「尊

()なく「親愛」の意味を示す。このことについては、後に 7節で詳しく

述r:'..,ふ,,,

6。 大乍旧市でかつて使用されていたど老えられる

ここでは、今回の調査の結果、一人のみ使用すると回答した、もしくは誰も

使用したことがないと答えたが、間いたことがあるとの回笞を得られた待遇表

現について、それぞれ使用形式と世代差の観点から見ていく。

6」 /-ha:iy11-/

6」」 用法

/-haiyo』は、「拝領」という言葉が転じてできた待遇表現であると考えられ

ており、「下さい、頂戴する」という意味を持っている。なお、「ハイヨ」の「ヨ」

は、終助詞ヨの併用であるとも考えられている。今回の調査でも、 /-haiyo-/の

使用方法について、唯一この待遇表現を使用すると答えたインフォーマント B、

または、自身は使用しないが、使用方法は分かると回答したインフォーマント

Aから例示してもらった。「鞄を取ってハイヨ。」（鞄を取って下さい。）や「お

弐んじゅうハイヨ。」（おまんじゅう下さい。）のように、 /-haiyo-/を、本動詞。

袖助動詞の両方で使用するとのことであった。
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まだ、インフォーマン 1、Bによると、 /-haiyo-/は主に年上の人に対して使用

する丁寧な表現であるという。しかし、場合によっては対等の人物や目下の人

物に使用しても違和感がなく使用できるとのことで--/-haiyo-/の形式は、目上

から目下まて幅広く使うことのできる待遇哀現であるということが今回の鯛査

からうかがえだ。

6.1.2 

フォーマ

ず9

iヽ 0

を使用すると

、70代のイ /7ォーラント八は「自身ば．

る。」と回答した。翠だ、 40代のイン

しなし、か、意峠は分かる。1とのこと 7こっ

．ると回答した名・イ

したのは 50 のイン

フ ーマント Ali、 80ヘ-90 

(ンフオーマ leと［）は、

、／卜人、 C:,Dの証言方ら、／丘i)心 -i形式は、9

の 80代以この人が使用している形式であると

はな ¥1、l50ぐビの 1ンフォーマン lうらは、

って'✓ 、かな，，卜ンてはし >&J な'!;>と 1, うヽ

しヽ う恣式を糧極的に使用してし・,.,るり）だと思われる。

ープ］、 20代であるインフォーマ‘’卜 Ei:: Fは、 Iお年寄り

アいるのを聞いた、=-! はあるか、意味は分から立 1;>。」とのことだった。

層が下る且ど/-haiyo-/に対ナる認誠ガ薄〈なってきていることから、こ

をだどっていると考えられる。

2
 

s
 

2"J 
/-des-/ 

・-' 1デ

認 .l 用法

このたdes-/形式は、（先生に対して） I (同級生の） Aが年から来るデスよ。」

ら来咀すよ。）や、。「オ［の赤かデス。I(花が赤いです。）のよろに、閂

し、目上の間さ手に対して、対等。目下の人につい

る。この /-des-/形式も、聞き手に 手
口

―-1-n 
をとこ
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6.2.2 

今回の調査では、使用すると回答したのは 40代のインフォーマント Cのみ

であった。インフォーマント A、B、D、Fは使用しないが聞いたことがある

と芯え、20代のインフォーマント Eは聞いたことがないと回答した。インフォー

マン ]DとFにどのような人が使用するイメージがあるか尋ねたところ、イ

ヅフォーマント Dは、「近所のお年寄りが使用しているイメージ」、インフォー

マ>卜 Fは「お年寄り、特に男性が使用しているイメージがある」との回答

られた。筆者も、 /-des-/形式については男性の高齢者がよく使用している

イメージがある。大牟田市方言において /-des-/形式の使用には、性差も関係し

ている可能性がある。

高齢者ではないインフォーマント Cが/-des-/形式を使用している理由につ

いては、職業が関係していると思われる。インフォーマント Cの載業は高齢

を：cl: に担当している看設師であり、日頃から高齢者に接する機会が他のイン

フォーマントと比較して多い傾向がある。もちろん男性の高齢者に接する機会

も比く、「お年寄りには方言で泊しl三方が、親近感を持ってもらえる。」と発言

売使；・「1町るようになったのだと考えられる。

ド」 l.r'こことがないと答えた 20バ望）・(>フォーマント Eに至っては、 /-des-/

1'.、）いて、「閏いたことはあるが、「J_; 恥語がおかしいと思っていた。」と話

いた。また、同じ 20代のインフォ‘ーマン］、 Fは、「聞いたことがあるが、

ほとんど耳にすることがない。］と答えていた。若年層において、 /-des-/

をはとんど耳にしたことがなく、丁寧さ磨哀甘ときは椋準語を使用しているこ

とから、 /-des-/のような大牟田市におけるJ

えられる。

fi.3 /-goza§-/ 

6ぶ」 用法

は、「よゴザス」のような形で使用する、丁寧の表現である。「ゴザス」

単倅で、＇「ございます」という意味を表す。燥原 (1979) では、福岡県の筑前

では、「ヨソニ イッテモ タマガルゴト ゴザス。」（よそに行ってもお

どろくようでございます。）の「ゴザス」形、「イーエ。アリガト ゴザシタ。」

（いいえ。ありがとうございました。）の「ゴザシ」形が存在していると述べら

れている。今回の調査において、幼少期に仁gozas-/形式を聞いたことがあると

えた 70代の女性に例を挙げてもらったが、「ゴザス」形のみの使用しか見ら
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れなかった。

6.3.2 世代差

今回の調査では今でも使用すると答えた人はいなかった。しかし、 70代の

インフォーマント Aによると、自身が幼少期の頃、祖母など、お年寄りたち

が使用していたのを耳にしたことがあると話していた。自身の両親世代になる

と使用していなかったと答えたことと、他のインフォーマントが全く聞いたこ

とがないと回答していたことから、大牟田市において、以前は存在していた

/-gozas-/形式は、現在、消滅してしまった待遇表現であると考えられる。

6.4 /-masー／

6.4.1 用法

/-mas-/は丁寧形の待遇表現であり、「マス」の形では使用せず、主に「すみマッ

セン」のように「マッセン」という形で使用される。

今回の調査結果では、「（何かを取ってもらいたい状況の時に）すんマッセン

ばってん、あれば取ってもらってよかですか。」（すみませんが、あれを取って

もらってもいいですか。）のように「マッセン」の形のみで使用していた。使

用する、聞いたことはないが意味は分かると答えたインフォーマントに例を示

してもらうと、全員「すんマッセンばってん」の形で使用していた。インフォー

マントによると、「すみマッセン」ではなく、「すムマッセン」の形で必ず使用

するとのことであった。このことから、現在の大牟田市において /-mas-/は「す

んマッセンばってん」という形で、決まり文旬的に使用されるようである。

6.4.2 泄代差

この /-mas-/形式を使用すると答えたのは、 50代のインフォーマント Bのみ

であった。 20代のインフォーマントを除く 40代、 70代は「使用しないが聞い

たことがある。」と回答していた。 40代のインフォーマント Dは「自分の祖母

が使っていた。」と回答している。筆者自身も高年層が使用している場面を何

度も目にしたことがある。その時もやはり、「すんマッセンばってん」と決ま

り文句的に使用していた。

20代のインフォーマント 2人はこの表現を「聞いたことがない」と回答し

ている。同じ丁寧形である /-des-/と同様、若年層の認識がほとんどないことか

ら、 /-mas-/形式も衰退していると考えられる。
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目以外の待遇表現

した項目以外に、インフォーマント A とBから、大牟田市には「カ

ンモ」「バンモ」「タンモ」という待遇表現が存在するとの回答を得た。また、

藤原 (197D)によると、「大牟田弁には「コラシタ」と並んで「コラッサル」も

ある」とのことだったが、今回の調査で尋ねると、どのインフォーマントも全

く間いたことがないと回答した。このことから、［コラッサル」という表現は、

峠原が調査した時には見られたが、今では完全に大牟田市から消滅した表現で

ある可能性が考えられる。そのため、この節では「コラッサル」については述

べないことにする。そこで少以下ではインフォーマントから回答が得られた「カ

ンモ」「バンモ」「タンモ」という待遇表現について、用法と鼠代差の観点から

述べていく。

6ふl 「カンモ」 9バンモ」「タンモ」の凩法

以 I・.松田 (1993)が『筑後方言辞典』におい'/、「カンモ」「バンモ」［タンモ」

に-・:)い［述べていることを要約したものであるぃ

I力、.-で」の「力」は疑問詞の「カナI(そうカナ）、「カネ」（そうカネ）が

じた了葉であり、「ン」はII乎ぴかけo) I .1ウJI})峠であると言われている。

I -ビ」は呼びかけの「モン」の

う行かれたカンモ。」（もう行かれたの

ですか。）のように使用される。

ぷ，：：）と,,¥う。これらのことから「カ

川いられ、語尾に付いて「も

か。） 「げんなこつカンモ。」（本当

「バンモ」の「ハン」については、元は「バナ」で応った終助詞が変化した

ものだと考えられている。「バナ」は「～ですよ。」という意味を表す「ワイ」

が変化した言葉だと言われており、「バナ」の「ナ」は念を押す終助詞である。

「バナ」が変化して「バン」になり、それに呼びかけの「モシ」が略された「モJ
が接続されて、「ハンモ」となった。「バンモ」は「バナ」と同じく、「～ですよ。」

という意味を表す言葉であり、「言うバンモ。」（言いますよ。）のように使用する。

「タンモ」の「タン」は、現在九州でよく使用されている「タイ」が変化し

てできた言葉であり、それに呼びかけの「モシ」の略である「モシ」が接続さ

れてできた丁寧語である。

「タンモ」は「～ですよ。～ますよ。」の意味で用いられ、「そうタンモ。」（そ

うですよ。）、［良かろうタンモ。」（良いでしょうよ。）のように使用される。
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「カンモ」「バンモ」「タンモ」の罷代差

は使用したことがある八はいなかったが、間いたことのあるイ

ンフ~ ォーマンドは多<、現在ても 80代以上の高翡令者から覧くことがあると

えた人がい之。「カンモ」に関しては 20代を除〈 4人のインフオーマ>]' 

v・, たことがあると笞えたが、「タンモ」. i, バンモ」についてはインフォーマ>

l、AとBのみが聞いたことがあると回答した。介ンフォーマント AこBは、

しないものの、「カンモ」「バンモ」「ヶ：モ」

た。しかし、,1・; ぐンモJ、「夕>・モ」に関しては．、

りため使しヽ分けがなされて，Jらたとび）内畜を得た。しがし、

されていたのか、はっきりと分からないとのことだっ

フォーマ >i、CとDは「力:>こE」のみ、9戸かると答冗、冗

フナーマ：＇卜 EとF旦全て分からな ¥1ぶと答iたことか(::,':カンモ」「ヽ ？ヽ ;>:EI

モ」に覆在の大牟日古において 80代以上の高尉者は使用するが、

とオしなくなる、，衰農しいつつある待丑表現ズ応るとい合こ

同じ応力"-,
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、が下がるに。つれ~
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るー‘
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において屈叶＼（、、ここ

「I;ン、モ」「夕/

あった。/.mas-/ ・I  1 
ヽ ,-ues-1、

！グ）『，,, 

丈見らずしなかったが、幼少期 1~ と~、かつ

として回苔が得られたのは、；ーカン の

＂ぅ？言―,・;J 

用いられる。一方、 /-nahar-/と同じ后

におし入ては /-nahar.. / 

られたため、

てあるここが分かった。

を使用しているため、 /-nr,har--/

をたどっていると考えられる。
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怠

／ー(r)as-/形式は、会話中で相手に第三者のことを説明する際に用いる、第三

者敬語である。第三者が目上の際に使用することが多いが、そこまで親しくな

い対等、もしくは目下の人物に対しても使用することが可能である。今回の調

査では、大牟田市において、「尊敬表現ではあるが、あまり綺麗な言葉とは言

えない」という共通認識が存在した。世代が上がるほどその認識は強く、そ

れに伴って使用頻度も減っていく傾向があった。一方、 /-(r)as-/形式は /-nah皿／

形式と同様、赤ちゃんのように明らかな目下である人物や、動物に使用する

ことができる。また、無生物にも使用できる場合がある。 /-(r)as-/形式を明ら

かな目下である人物や、動物に使用する場合は、 /-nah皿／形式と同様、「尊敬」

ではなく「親愛」の意味で用いる。また、無生物に使用する場合は、無生物を

擬人化し、擬人化した表現に待遇表現を使用することで、「強調」の意味を表す、

とのことだった。

今回の調査の結果、大牟田市において現在でも使用されている待遇表現であ

る/-(r)as-/形式、および/-nahar-/形式には、「両形式とも元は尊敬の意味を表す

形式であるが、目下の人物に使用すると親愛の意味を表すことができる。」と

いう共通点があるということが分かった。大牟田市において /-nah皿／形式が

/-(r)as-/形式と比較して敬意が高いという違いはあるが、使用形式においてこ

のような共通点が見られる。待遇表現で「親愛」の意味を表す、という例を考

えてみると、明らかな目下である赤ちゃんが寝ている時に、 /-nah皿／形式を使

用して、「赤ちゃんが寝とんナハルね。」もしくは、 /-(r)as-/形式を使用して、「赤

ちゃんが寝とラスね。」というように使用し、「親愛」の意味を表す。明らかな

目下である赤ちゃんと 2人だけの場合でも使用できないことはなく、必ずしも

赤ちゃんの両親などへの敬意を表している訳ではないことが分かる。これらの

表現を標準語に直訳すると、「赤ちゃんが寝ていらっしゃるね。」という、普

通は使用されない文になる。標準語において、 /-nah皿／形式、もしくは／ー(r)as-/

形式のように、元は「尊敬」の意味を示す待遇表現が、目下の人物に使用する

ことで「親愛」の意味を表すという現象は見受けられない。元は「尊敬」の意

味でありながら、目下の人物に使用することで「親愛」の意味になるというの

は、大牟田市における待遇表現の特徴であると言えるだろう。

また、今回の調査の結果、大牟田市において、現在ほとんど使用されていな

い/-haiyo-/、/-des-/、/-mas-/、もしくは現在使用されなくなった、「カンモ」「バンモ」

「タンモ」という待遇表現が存在していることが分かった。 /-haiyo-/、/-des-/、

/-mas-/については、今回の調査において、使用するインフォーマントは各形
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式 l人のみであった。使用すると答えた以外のインフォーマントは、聞いたこ

とがあるが使用しないと回答していたため、今後大牟田市で /-haiyo-/、/-des-/、

/-mas-/という待遇表現の形式は衰退していくと考えられる。また、「カンモ」「バ

ンモ」「タンモ」という待遇表現については、今回の調査において 20代の女性

2人以外のインフォーマントは聞いたことがあると回答したが、 3つの形式全

てを知っていると回答したのは 70代、 50代のインフォーマントのみであり、

若年層になるほど 3つの形式とも知っている確率は少なくなっていった。若年

層が全く知らないと回答していたことからも、今後、大牟田市において「カン

モ」「タンモ」「バンモ」という表現は忘れられていくであろう。

以上が、今回福岡県大牟田市における待遇表現の調査で分かったことであ

る。今回の調査では、 20代から 70代のインフォーマント 6名に調査を行った

が、インフォーマントの人数はまだ十分と言うことはできず、さらにインフォー

マントを増やして調査する必要があるため、今回の調査結果を大牟田市におけ

る待遇表現の使用状況であると一概には言うことができない。また、今回の

調査で分かった「カンモ」「バンモ」「タンモ」の形式を今でも使用するのが

80代以上の高年層であるため、 80代以上の人物に詳しく調査を行う必要があ

る。さらに、今回 /-nahar-/形式と同じ使用形式の /-nasar-/という形式があるこ

とが分かった。今回の調査では、 /-nahar-/形式のみを使用する地域と、 /-nasar-/

形式を頻繁に使用する地域があり、 /-nahar-/形式と /-nas皿／形式の使用には地

域差がある可能性が考えられたが、なぜ使用に地域差が生まれたのかというこ

とは分からなかった。今後、歴史的背景などを視野に入れ、大牟田市における

/-nahar-/形式と /-nasar-/形式の使用の地域差について考えていく必要がある。
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